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例   言

1 本書は、平成22年度に富山県射水市内において射水市教育委員会が実施した埋蔵文化財発掘調査
の調査報告書である。

2 分布調査・試掘調査 。本発掘調査・出土品整理・報告書刊行は、国庫補助金・県費補助金を受け
て実施した。

3 対象となった埋蔵文化財、並びに調査に関する位置・原因・面積 。期間等は各章に記した。
4 本書の執筆・編集は、射水市教育委員会文化・スポーツ課主任 田中 明・主任 金三津英則が担
当した。

5 発掘調査及び遺物整理の従事者は次のとおりである。 (五十音順)

【現地調査】 木谷和夫・佐藤由勝・高木 武・釣 清範・端 充弘・湊 敏之・安吉詔明
山田一成                (以 上射水市シルバー人材センター)

【整理作業】 高瀬直子・開 一美・堀埜実津子・吉沢泰子
6 発掘調査に係る遺物・図面・写真等の資料は、すべて射水市教育委員会で一括保管している。

t'J

1 本書で用いた座標は世界測地系第Ⅶ系に準拠した。方位は真北、水平基準は海抜高である。
2 遺構の分類記号は次の呼称を踏襲した。
SB:柵列 SD:溝  SE:井 戸 SK:土 坑
3 遺構実測図の縮尺は各々のスケールとともにその縮尺を表記した。遺物実測図の縮尺は土器の
1/4を基本とするが、縮尺の異なるものはスケールとともにその縮尺を表記した。

4 出土遺物の番号は、遺物実測図・遺物観察表 。写真図版の遺物番号にそれぞれ対応している。
5 本書で用いた土層の色調は、小山正忠・竹原秀雄編著『新版標準土色帖』に準拠している。
6 第 4章第 1節における発掘地区図版の試掘トレンチ脇の記号は、遺物の出土位置を示し種類は次
のとおりとした。

● :縄文土器 □ :弥生土器 ▽ :土師器 ▲ :須恵器 ■ :珠洲 □ :中世土師器
○ :中世陶磁器 ⑬ :近世陶磁器 ◎ :木製品 ◆ :石製品 ★ :金属製品 ◇ :鉄津
☆ :その他 (近代以降) T:ト レンチ
7 遺物実測図中の上器断面の表現は次のとおりとした。
‐ :須恵器・珠洲 鶉Ⅷ締 煤・炭化物    :赤彩処理
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第 1章 遺跡の位置と歴史的環境

射水市は富山県のほぼ中央に位置し、市域は東西約■km、

南北約15kmで総面積 109。 18厨である。北部に富山湾、中央

に射水平野、南部に射水丘陵を配し、標高0～ 140mを測る。

富山市・高岡市と隣接し、交通の便に恵まれていることか 石

ら、住宅団地造成が頻繁に行われ、ベットタウン化が進ん 督
でいる。現在の人口は約 9万 3千人余 りである。

射水平野は、東の神通川と西の庄川に挟まれた東西約11

km、 南北約 7 kmの 範囲の低湿地帯である。およそ 1万～

8千年前に形成された複合扇状地性三角州沖積平野で、河

川によって運ばれた上砂や粘土・礫が堆積している。この
第 1図 射水市の位置

沖積層が堆積した時代は海岸線が沖へ後退して平野部は現在より広かったとみられ、その後は縄文海

進とよばれる気候変化と海面上昇により、海岸線が陸へ進行して平野部が狭まり、現地形で標高約 5

m以下は海面下に没することになる。やがて気候の寒冷化による海面後退、河川の上砂が堆積するこ

とでかつての海は小さく放生津潟 (現 :富山新港)と してのみ形を残し、周辺に湿原が現れる。この

湿原は放生津潟の水面と標高差が殆どないため、河川の流れが澱み沼沢地を形成、湿原の植物が枯れ

て泥炭が堆積し、平野部が開けていくことになる。また、射水丘陵は新生代第三紀の青井谷泥岩層を

基盤とし、上層に礫と砂泥からなる日ノ宮互層と太閤山火砕岩層が堆積している。鍛冶川 。下条川・

和田川やその支流によって河岸段丘や樹枝状の谷間が形成されている。このような自然環境で、先人

達は集落を形成していったものと考えられる。現在、市内には459箇所の遺跡が密集し、平野部に集

落遺跡、丘陵部に生産遺跡の立地が多く確認されている。

丘陵部では国指定史跡の小杉丸山遺跡、小杉流通業務団地内遺跡、上野南遺跡、赤坂A～ D遺跡な

ど生産遺跡が集中している。これらの遺跡は須恵器窯跡約39遺跡、製鉄遺跡約147遺跡を数えており

県内最大規模を有する。須恵器生産窯跡や鉄生産製鉄炉と炭窯、二人の住居や作業場が見つかり、窯

や炉を築くのに適した地形、粘土や薪・水の供給源が豊富にあることが好条件であったと考えられて

いる。平野部では河川に近い地域に高島A遺跡、北高木遺跡、二口油免遺跡、小杉伊勢領遺跡などの

集落遺跡が分布し、竪穴住居や掘立柱建物、溝や井戸などが確認されている。生産地である丘陵部と

消費地である平野部を河川が結んで、交通路として機能していたために集落が営われてきたと考えら

れている。

高島A遺跡は、庄川右岸に形成された標高約1.5m前後の沖積低地に立地し、弥生・古墳時代を主

体とする遺跡である。平成 9年度本発掘調査では弥生時代中期の周溝をもつ平地式建物 2棟と方形周

溝墓 1基が確認されている。また平成14年度試掘調査では、遺跡北半分の遺構分布範囲を確定してい

る。平成17年度には、土地区画整理事業に伴う本発掘調査が行われ、弥生時代後期～古墳時代前期、

鎌倉時代～室町時代の遺構 。遺物が確認され、全国初となる装飾性に富んだ石製品も出土している。

広上地区は、射水市南西部に位置する東西約 1.Okm、 南北約 1.9kmの水田地帯である。同地区では、

これまで埋蔵文化財包蔵地は確認されていないが、文献史料では、「広上」の地名は鎌倉時代中期の

文永 7年 (1270)に現れ、周辺の小泉 。上条・下条 。島の 5か村と共に「浅井郷五ヶ村」と称された。

また、地区にある広上神社には、射水市指定文化財である「木造男神像」が伝えられるなど、中世以

来の歴史をもつ地域である。
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第 2章 高島A遺跡本発掘調査

第 1節 調査に至 る経緯
平成13年度、新湊市 (現射水市)鏡宮地区における土地区画整理事業計画の照会を受けた。平成14

年度、事業計画地が埋蔵文化財包蔵地 (高島A遺跡)に含まれることから、遺跡保護と工事計画の調

整を図る目的で試掘調査を実施した。その結果、計画地南側半分の約25,000どを中心に弥生時代中期

から古墳時代前期の遺構 。遺物を確認した。このため、遺構に影響が及ぶ工事等を実施する場合は、

本発掘調査による記録保存が必要との判断を示した。平成17年度、造成工事に先立ち計画道路部分の

3,212∬において本発掘調査を実施した。平成19年度、分譲が開始され宅地49区画で遺跡の保護措置

が必要となり、工事が地下遺構に与える影響を判断しながらの対応となった。平成19。 20年度各 1件、

平成21年度 4件、平成22年度は3件の本発掘調査 。2件の工事立会を完了し、残り38区画は平成23年

度以降の対応となった。

|   卜保護措置必要箇所 (残 り38区画)
磯 :平成17年度本発掘調査箇所 (3,212市 )

第 3図 発掘区位置図 [高島A遺跡]
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第 2節 調査 の概 要
調査区は造成工事により山砂の盛上がなされていたため、まず重機で盛土と旧水田耕作上を除去し、

その後に作業員を投入して、遺構検出、遺構掘削、遺物取 り上げを順次人力で行った。作業の進捗状

況に応じて写真撮影 (35剛 。6× 7中判・デジタル)や遺構概略図 (1/100)、 遺構断面図・遺構平面

図 (1/20)作成等の記録図化作業を実施した。調査終了後は、埋め戻しを行い現状復帰を図っている。

その際に住宅基礎工事の改良掘削深度より深い遺構が検出された地区では、不同沈下防止のため新た

な山砂を充填し重機で踏み固めている。

調査区の基本層序は 1～ 3層に分層される。上から1層は山砂の造成盛上、 2層は山砂の下の旧水

田耕作土、 3層 は灰黄色(2.5Y7/2)粘 質シルトの地山である。遺構は全て 3層から掘 り込まれている。

第 3節 遺構 と遺物
第 1項 本発掘調査 7地区
7号溝 (S D07、 第 4・ 5図、図版 1)

調査区西側に位置する南北方向の溝である。両端とも調査区外へのび、北端は二股に分れる。幅50

cm～ 88cm、 深さ25cm～ 37cm、 全長約8.6mを 検出。覆土は黒褐色シル トに炭化物が混在する。遺物は

土師器が出土している。第 5図 1は口縁部が外反する有段壺、時期は古墳時代前期のものである。

11号溝 (S Dll、 第 4図、図版 1)

調査区中央部に位置し、北西―南東方向に向けて直線的に流れ、両端とも調査区外へのびる溝であ

る。全長約■m、 幅68cm～ 144cm、 深さは最深で12cmを 測る。覆土は酸化鉄分を含む黒褐色シルトが

堆積する。遺物は土師器・珠洲が出土している。

10号土坑 (S K10、 第 4・ 6図、図版 1・ 2)

調査区の北西部に位置する楕円形土坑である。規模は長軸68cm、 短軸60cm、 深さ41cmを測る。断面

は逆台形状を呈し、覆土は上層に黒褐色シルト、下層に黒色シルトが堆積する。遺物は珠洲が出土。

第 6図 29は 4.2cm幅 の原体に卸目18条 を施す片口鉢である。

12号土坑 (S K12、 第 4・ 5図、図版 1～ 3)

調査区の東側に位置する隅丸方形状の上坑である。金長約2.6m、 幅76cm、 深さ30cmを測 り、東端

は調査区外へのびる。断面は逆台形状を呈し、覆土は上層に炭化物を含む黒褐色シル ト、下層に地山

層が混在する暗灰黄色シルトが堆積する。遺物は土師器が出土。第 5図 3・ 4は赤彩処理を施した高

郭。 8は内湾した深 くて丸い体部で九底の小型鉢で完形。 9～ 13は「く」の字状口縁部の発で外面に

煤が付着している。時期は古墳時代前期のものでぁる。

17号土坑 (S K17、 第 4・ 6図、図版 1～ 3)

12号土坑と約24cmの 間隔をあけて直線上に位置する隅丸方形状の土坑である。全長約1.2m、 幅56

cm、 深さ66cmを測 り、南端は調査区外へのびる。覆土は上層に炭化物を含む黒褐色シルト、下層に腐

植物を含む暗褐色粘質シルトが堆積する。遺物は土師器が出土。上層底部からまとまって出土してい

るため、ある程度埋まった後に一括廃棄されたものと考えられる。出土遺物の帰属時期が同じである

12号土坑と同時期遺構と考えられる。第 6図 14。 15は小型鉢。16。 17は高必の郭部。21～ 271ま 「く」

の字状口縁部の奏で、時期は古墳時代前期のものである。26・ 27は体部外面に籠目痕が残る。

13号井戸 (S E13、 第 4図、図版 1)

調査区中央やや東側に位置する素掘 り井戸である。平面形状は不整形で、深さは lmを 測る。底

面での標高が約0.lmで地下水が自噴する。覆土は腐植物を多量に含む黒褐色粘質シル トが堆積する。

遺物は図化できるものは無かったが、土師器片が出上している。
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第 2項 本発掘調査 8地区
41号溝 (S D41、 第 7・ 8図、図版 4・ 5)

調査区中央部に位置する幅38cm～ 46cm、 深さ10cmの南北溝である。中央付近で珠洲が出上している

中世期の40号土坑に切られており、その以北は判然としない。断面は弧状を呈し、覆土は酸化鉄分を

含む黒褐色シルトが堆積する。遺物は土師器が出土。第 8図441よ口径16cmを測る有段甕である。

1号土坑 (S K01、 第 7・ 8図、図版 4・ 5)

調査区北東部に位置する楕円形土坑である。規模は長軸138cm、 短軸74cm、 深さは最深で24cmを測

る。断面は概ね皿状を呈し、覆土は酸化鉄分を含む黒褐色シル トが堆積する。遺物は土師器が出土。

第 8図32は高邦又は器台の脚部である。透孔を施し、脚径 19。 3cmを測る。

2号土坑 (S K02、 第 7・ 8図、図版 4・ 5)

調査区の南東側に位置する不整形土坑である。断面は皿状を呈し、覆土は酸化鉄分を含む黒褐色シ

ルトが堆積する。遺物は縄文土器 。弥生土器・土師器が出土している。第 8図33・ 34は縄文土器か。

35は 口縁部内面に格子状刻みを施す弥生土器壷、時期は弥生時代中期後半のものである。

20号井戸 (S E20、 第 7。 9図、図版 4・ 5)

調査区の中央部やや北側に位置する素掘 り井戸である。平面形状は不整形で、深さは72cmを測る。

底面での標高が約0.3mで地下水が自噴する。覆土は地山層が混在する黒褐色シル トが堆積する。遺

物は縄文土器・土師器 。中世土師器が出土。第 9図 581よ内外面に赤彩を施す小型器台、時期は古墳時

代前期のものである。71は 内外面に炭化物が付着している中世土師器の灯明皿である。

第 3項 本発掘調査 9地区
18号溝 (S D18、 第10。 ■図、図版 6・ 7)

調査区東側に位置し、北西一南東方向に直線的に流れる溝である。幅56cm～ 80cm、 深さ20cm～ 34

cm、 全長約6.6mを 検出し、北端は調査区外へのびる。覆土は酸化鉄分を含む黒褐色シル トが堆積す

る。遺物は弥生土器 。土師器が出土。第11図75は 口縁部内面に羽状文を施す弥生時代中期後半の斐、

83～ 86は 口縁部外面に擬凹線を施す弥生時代後期の奏、76。 77は古墳時代前期の土師器壷である。

20号溝 (S D20、 第10。 11図、図版 6・ 7)

調査区中央部に位置する南北溝である。全長約3.3m、 幅54cm～ 65cm、 深さ42cm～ 50cmを測 り、北

端は18号溝と切 り合う。断面は概ね逆台形状を呈し、覆土は黒褐色シルトが堆積する。遺物は土師

器・珠洲 。中世土師器が出土。第11図98は 口径18.6cmを測る有段壷、1001ま 中世土師器皿である。

27号溝 (S D27、 第10。 12図、図版 6・ 7)

調査区の南西部に位置する東西溝である。両端とも調査区外へのび、全長約4.8m、 深さ12cm～36

cmを測る。17号溝を掘り込んでおり、新旧関係は17号溝より新しい。断面は逆台形状を呈し、覆土は

黄灰色シルトが堆積する。遺物は土師器・珠洲が出土。第12図 116。 1171ま珠洲の甕又は壷の破片。

13号土坑 (S K13、 第10図、図版 6)

調査区北西部に位置する隅丸方形の土坑である。一辺52cIIl～ 64cm、 深さ30cmを 測り、底面から25cm

×5cm角 の礎板が出土したことで柱穴と考える。10号土坑 。28号土坑と共に直線上 。等間隔に並ぶが、

梁行きに同じ規模の上坑が確認されないため1号柵列 (SB01)と 考えられる。遺物は土師器が出土。

28号土坑 (S K28、 第10。 12図、図版 6。 7)

調査区中央部に位置する隅丸方形の上坑である。一辺55cm～ 65cm、 深さは最深で40cmを測 り、底面

に直径24cmの柱穴跡がある。古墳時代の上師器が共に出上している17号溝を掘 り込むため、同時代で

の時期差が検証できる。新旧関係は17号溝より新しい。覆土は炭化物を含む黒褐色シルトが堆積する。
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第 4節 総 括
高島A遺跡は、平成14年度から土地区画整理事業や個人住宅建築に伴う発掘調査が実施され、弥生

～古墳時代・鎌倉～室町時代の 2時期の遺構が確認されている。これらの遺構の中で広範囲に拡がる

ものが 2つある。先ずはD-2区からE-1区へと続く弥生時代の自然流路である。幅13m～ 18mを
測り、北西―南東方向に蛇行しながら流れる。遺物は弥生土器、時期は弥生時代中期後半から後期で

ある。この遺構で隔てられた両岸域に弥生～古墳時代の集落跡が想定できる。次は 5地区からD-2
区へと続く鎌倉～室町時代の区画溝である。幅3.2m～3.6mを測る南北方向の直線溝で、途中直角に

曲がりながら流れる。遺物は珠洲 。人尾・瀬戸美濃・青磁等が出土。この遺構の区画内には在地領主

等の屋敷跡が想定できる。この 2つの遺構は2地区で重なっており、古墳時代以降に埋没した弥生時

代の自然流路を、鎌倉時代以降に掘削し屋敷の区画溝として利用したことが考えられる。

年々進んでいく発掘調査により、遺跡の様相が少しずつ明らかになることに今後も期待したい。

第13図 弥生時代の自然流路・中世の区画溝位置図 [高島A遺跡 ]

呻
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第 1表 出土遺物観察表 (高島A遺跡 )

図版 No, 選構 。出土地区 種類 器種 口径lcml 器高lcml 底径ゃml 備 考 残存量

第 5図

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

S D07 7地 区
S D18 7地 区
S K12 7地 区
S K12 7地 区
S K12 7地 区
S K12 7地 区
S K12 7地 区
S K12 7地 区
S K12 7地 区
S K12 7地 区
S K12 7地 区
S K12 7地 区
S K12 7地 区

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

壷

甕

謗

訪

鎌

奏

鉢

鉢

奏

斐

甕

甕

甕

159

9,7

174

13.4

20,9

9.5

150

159

171

162

18.2

53

11,0

72

外面媒付着

内外面赤彩

外面赤彩

内外面煤付着

外面赤彩 内外面煤付着
外面煤付着

外面煤付着

外面煤付着

外面煤付着

外面煤付着

口1/8

ほぼ完存

口1/4

底1/2 脚完存
口3/16 底完存

体下部1/3

E11/2

完形

口2/5

「 11/2

口完存 体上部1/4
日1/2 体2/3

口3/4 体1/2

第 6図

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

S K17 7地 区
S K17 7地 区
S K17 7地 区
S K17 7地 区
S K17 7地 区
S K17 7地 区
S K17 7地 区
S K17 7地 区
S K17 7地 区
S K17 7地 区
S K17 7地 区
S K17 7地 区
S K17 7地 区
S K17 7地 区
S K10 7地 区
S K10 7地 区

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

珠洲

珠洲

鉢

鉢

訪

訪

壷

壷

奏

養

奏

奏

甕

甕

奏

発

『

脚

123

129

16.1

152

143

12.4

133

14.6

163

168

136

169

194

171

内外面煤付着

内外面煤付着

外面煤付着

外面煤付着

外面煤付着

外面煤付着

外面煤付着

外面煤付着

外面煤付着 籠目痕
外面煤付着 籠目痕

卸目13条

回1/4

口1/2 底完存
E]1/5

日1/4 郭完存
口1/2

回1/4

E]1/3

日3/4 体完存
日完存

口完存

日完存

口完存

E11/6

E]1/2

,真3/8

,真 1/4

第 8図

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

S K01 8地 区
S K01 8地 区
S K01 8地 区
S K02 8地 区
S K02 8地 区
S K02 8地 区
S K02 8地 区
S K02 8地 区
S K02 8地 区
S K02 8地 区
S K02 8地 区
S K02 8地 区
S K02 8地 区
S K02 8地 区
S D41 8地 区
S K42 8地 区
S K42 8地 区
S K43 8地 区
S K43 8地 区
S K40 8地 区
S K40 8地 区
S K29 8地 区
S D04 8地 区
S Dl1 8地 区

土師器

土師器

土師器

縄文土器

縄文土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

土師器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

珠洲

珠洲

珠洲

縄文土器

縄文土器

奏

奏

高郭 (器台)

霊

霊

甕

奏

奏

奏

甕 (壷 )

塞 (壷 )

養 (壼 )

奏

壷

壷

高雰 (器台)

高郭 (器台)

片口鉢

甕 (壷 )

片口鉢

15,0

172

241

134

175

112

158

152

160

140

170

236

49

58

68

106

浄即193

μ甲193

μ゙223

外面煤付着

透孔 1箇所

斜縄文

斜縄文

格子状刻み

口縁端部刻み

外面煤付着

外面煤付着 櫛描き短線文

羽】大文 三角形束U突文
波状回縁

内外面赤彩 透孔 1箇所

内外面煤付着

斜縄文

斜縄文

口5/16

口3/8
pJ1/5

破片

破片

口1/6

日1/12

回1/8

口1/4

破片

完形

,真 1/2

'真

3/4

だヽ3/4

回1/11

回1/8

日3/16

〃゙1/6

μ翌5/8

口1/8

破片

破片

破片

破片

口 :回縁部  底 :底部  体 :体部  琢 :不部  脚 :脚部
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第 2表 出土遺物観察表 (高島A遺跡 )

図版 No. 遺構・出土地区 種類 器種 口径lcnl 器高lcml 底径tcml 備 考 残存量

第 9図

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

S E20 8地 区
S E20 8地 区
S E20 8地 区
S E20 8地 区
S E20 8地 区
S E20 8地 区
S E20 8地 区
S E20 8地 区
S E20 8地 区
S E20 8地 区
S E20 8地 区
S E20 8地 区
S E20 8地 区
S E20 8地 区
S E20 8地 区
S E20 8地 区
S E20 8地 区
S E20 8地 区
包含層 8地区
包含層 8地区

縄文土器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

中世土師器

中世土師器

土師器

珠洲

浅鎌

鉢

壷

器台

器台

高郭 (器台)

巽

甕

甕

甕

甕

奏

甕

壷

菱

養

皿

皿

甕 (壷 )

菱 (壷 )

169

140

145

92

180

166

192

196

21,9

197

197

68

1■2

5,7

35

48

94

脚H7
p甲 186

平行沈線

外面煤付着

内外面赤彩

透孔 2箇所

全面赤彩

擬凹線文

外面赤彩

外面煤付着

山形文

透孔 4箇所

内外面赤彩

指頭圧痕

外面煤付着

外面炭化物付着

E]1/10

口1/8

口3/8

BkF6/8

ほぼ完形
p翌 1/8

日3/16

日1/6

回1/12

E11/5

ロユ/7

体上部1/4

口1/4

口1/6

底完存

,真 3/4

口1/4

E11/2

底完存

破片

第11図

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

S D18 8地 区
S D18 8地 区
S D18 8地 区
S D18 8地 区
S D18 8地 区
S D18 8地 区
S D18 8地 区
S D18 8地 区
S D18 8地 区
S D18 8地 区
S D18 8地 区
S D18 8地 区
S D18 8地 区
S D18 8地 区
S D18 8地 区
S D18 8地 区
S D18 8地 区
S D18 8地 区
S D18 8地 区
S D18 8地 区
S D18 8地 区
S D18 8地 区
S D18 8地 区
S D18 8地 区
S D20 8地 区
S D20 8地 区
S D20 8地 区

弥生土器

弥生土器

土師器

土師器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

珠洲

中世上師器

甕

甕

壺

壷

甕

甕

奏

奏

奏

奏

奏

奏

奏

甕

奏

奏

甕 (壷 )

蓋

鉢

器台

高郭

高郭 (器台)

高郭 (器台)

高郭 (器台)

壷

甕 (壷 )

皿

11.6

182

18.3

183

121

154

152

162

151

170

175

195

224

132

186

理甲8.2

牌甲12.5

〃甲128
p甲 180

口縁端部刻み

口縁端部刻み 羽状文

内外面煤付着

内外赤彩

外面煤付着

外面煤付着

擬凹線文

擬凹線文

擬凹線文

擬凹線文

外面煤付着

外面煤付着

外面煤付着

外面煤付着

つまみ径28

内外面赤彩

内外面赤彩 透子し3箇所
内外面赤彩

外面赤彩

内面煤付着

口1/6

口1/12

E]1/3

Eヨ 1/2

口1/6

破片

口1/3

口1/8

口1/4

破片

E11/3

破片

破片

ロユ/6

底完存

,真 1/4

底完存

破片

E]1/2

脚基部2/3

脚完存

〃甲1/5

〃T1/8

μJ1/3

口1/3

破片

口1/4

第12図

01

02

03

04

05

06

SK
SK
SK
SK
SK
SK

9地区

9地区

9地区

9地区

9地区

9地区

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

蓋

高郭

奏 (壷 )

奏 (壺 )

甕

奏

9.0

137

つまみ径25

内外面赤彩

外面煤付着

破片

破片

底ほぼ完存

,真 1/2

ロユ/5

破片

口 :口縁部  底 :底部  体 :体部  郭 :郭部  脚 :脚部
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第 3表 出土遺物観察表 (高島A遺跡 )

IFEl,,F 
― NO. 遺構●出土地区| 種類 羅 軍径lcml 器高やけ 底径lcml 備 考 残容量

第12図

０７

０８

０９

‐０

■

・２

・３

・４

・５

・６

・７

・８

・９

２０

２‐

２２

２３

２４

２５

２６

S D19 9地 区
S D22 9地 区
S D22 9地 区
S D22 9地 区
S D22 9地 区
S D22 9地 区
S D27 9地 区
S D27 9地 区
S D27 9地 区
S D27 9地 区
S D27 9地 区
S K28 9地 区
S K29 9地 区
S K29 9地 区
S K29 9地 区
S K29 9地 区
S K29 9地 区
包含層 9地区
包含層 9地区
包含層 9地区

土師器

弥生土器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

珠洲

珠洲

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

珠洲

珠洲

珠洲

萎

霊

高郭

高イ

鉢

奏 (壷 )

奏

甕

甕

甕 (壷 )

奏 (壷 )

甕

高郭

器台

蓋

養

甕

甕 (壷 )

奏 (壷 )

養 (壷 )

15.6

20.4

16.8

85

４

２

５

159

9,1

18.0

12.3

16.4

８

４

〃甲7.5

5,8

脚107

内面黒色

一部外面赤彩

つまみ径3.6

外面煤付着

外面煤付着

透孔 3箇所

内外面赤彩

口縁端部刻み 羽状文
内外面赤彩

擬凹線文

外面煤付着

破片

E]1/5

日1/8

脚完存

口1/4

だ篭2/5

口1/6

破片

El1/8

破片

破片

口1/6

破片

口1/3

日1/3

日1/5

E11/3

破片

破片

破片

μJ3/5

回 :口縁部  底 :底部  体 :体部  杯 :郭部  脚 :脚都

参考文献
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金三津英則他 2006年『作道遺跡発掘調査報告一市道松木作道線改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査―』射水市教育委員会
金三津英則他 2007年『高島A遺跡発掘調査報告―射水市立新湊南部中学校用地造成に伴う埋蔵文化財発掘調査―』射水市教育委員
田中 明他 2010年『射水市内遺跡発掘調査報告Ⅱ一高島A遺跡・松木遺跡・千田遺跡本発掘調査他―』射水市教育委員会
田中 明他 2011年『射水市内遺跡発掘調査報告Ⅲ―高島A遺跡本発掘調査・土合地区分布調査他―』射水市教育委員会
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第 3章 広上地区分布調査

第 1節 調査 に至 る経緯 と調査の経過
平成21年 10月 、富山県高岡農林振興センターから、射水市広上地区 (広上 。西広上地区)における

県営ほ場整備事業の実施に係る事前協議を受けた。事業は、平成23年度から28年度までの 6か年計画

であり、地区内の農道・用排水路等の撤去・新設及び水田の切土・盛土を含み、大区画ほ場へ整備す

る工事である。

広土地区には、周知の埋蔵文化財包蔵地は確認されていなかった。これは地区の大部分が埋蔵文化

財調査の未了区域であったためである。しかし、広上地区は、鎌倉時代中期にその名が現れ、同地区

にある広上神社には、射水市指定文化財である「木造男神像」が伝えられるなど、中世以来の歴史を持

つ地域である。そのため、事業計画地全域を対象とした分布調査を実施し、埋蔵文化財包蔵地の有無

を確認した上で、事業計画と埋蔵文化財の保護との調整を図る必要があった。

広上地区は、庄川に隣接するという立地上、度々の洪水による地形の改変が頻繁に発生しており、

昭和 9年 (1934)の庄川洪水後には、土壌の移動や客土を伴う大規模な耕地復旧事業が実施された。

そのため、通常の分布調査で用いられる地表面採集遺物の分布や現況地形の観察のみでは土地本来の

状況を把握することが困難である。そこで、現地踏査に加えて小規模なトレンチ発掘を併用した調査

を実施し、表面採取による遺物の分布状況と、旧地形や堆積土壌等の地形状況を併せて確認すること

で、必要な情報精度を確保することとした。

関係者との協議の結果、平成22年度の耕作完了後に射水市教育委員会が主体となって分布調査を実

施し、埋蔵文化簿包蔵地の範囲を確定した上で、次年度以降に試掘調査を実施することとなった。

患
.ぎ

er～
!Ⅲ

子 i・

坊

(1 :25,000)
0牧田遺跡 0布目沢‖遺跡 O串田東前田遺跡 0串田村中遺跡
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現地調査にあたり、平成22年 10月 18日 に、地元ほ場整備事業推進委員会及び事業関係者に対する分

布調査実施と調査方法等についての事前説明を行った。現地調査は、平成22年 10月 29日 から11月 24日

にかけて実施した。

第 2節 調査 の方法
調査対象範囲は、ほ場整備事業計画区域約72.6haの全域とし、地表面の踏査による遺物の採取と現

況地形の確認に加え、小型のバックホウを使用した幅約0.6m、 長さ1.2m～ 2.3mの トレンチ (以下T

と略す)発掘を実施し、地下の旧地形や土壌の堆積状況をあわせて確認した。

トレンチは、概ね水田 3～ 5枚に 1箇所の割合で任意に設定した。掘削の深度は、遺構面と考えら

れる層、または広上地区一帯に広く分布する砂礫層に到達するまでとし、遺構 。遺物の有無を確認す

るとともに、実測及び写真撮影により上壌堆積状況の記録を作成した。また、バックホウの進入が困

難な場所において、直径約 6cmのボーリングステッキを用いた簡易ボーリング調査を19箇所で実施

し、地形・堆積土壌確認の補足資料とした。

掘削した トレンチは計153箇所で、総発掘面積は約151ポである。

第 3節 調査の概要
第 1項 基本層序
基本層序は上層から順に、 I層 :黒褐色・暗灰黄色粘質土、Ⅱ層 :暗オリーブ灰色粘質土・褐色砂

礫等、Ⅲ層 :黒色・黒褐色シルト、Ⅳ層 :暗灰黄色・灰色砂、V層 :にぶい黄色・黄褐色・灰色シル

ト、Ⅵ層 :黄褐色 。暗灰黄色砂礫となる。

I層は、現在の水田耕土である。Ⅱ層は、近代以降の堆積土及び造成土等の人為的堆積層を一括し

たものであり、砂質土・粘質土・砂・砂礫等、様々な堆積土からなる。

Ⅲ層以下は自然堆積層である。Ⅲ層は、黒色系統のシルト層である。Ⅳ層は、粗砂・微砂等の堆積

層を一括したもので、V・ Ⅵ層の検出深度が深い場所を中心に堆積する。

V・ Ⅵ層は、地山と考えられる層である。このうち、V層は遺構面と想定しているシルト層であり、

場所や地表からの深さによって色調や土質が異なる。Ⅵ層は、広上地区一帯に広く分布する砂礫層で

あり、水田耕土直下から地表下1.4m付近まで、検出深度は様々である。Ⅵ層直上の堆積層には、土

質にかかわらず大小の礫を含むことが多い。

なお、V層が堆積する範囲では、基本層序どおりの堆積を示すが、場所によってはV層が堆積せず、

Ⅲ・Ⅳ層直下にⅥ層が堆積する。洪水の影響による土壌の流出等によって、V層が安定して堆積しな

い場所もあり、V・ Ⅵ層が同時期に地表面として現れていた可能性がある。

トレンチ掘削では、V層又はⅥ層の検出までを調査対象とした。

第 2項 遺構・遺物及び地形の状況 (第 15図、図版 8～ 10)
調査の結果、埋蔵文化財包蔵地の所在は確認できなかった。

広土地区は庄川右岸に面した射水市の南西部に位置する。地区の範囲は、東西約1.Okm、 南北約1.9

km余 りで、中央には県道高岡・小矢部線が通り、この県道に沿って南北に集落が連なっている。

標高は、地区東部の高岡市境付近が18.lm、 土合地区との境界付近が10.3mと なり、地区の南北で

約 8mの比高差がある。東西方向は、地区の西端から中部にかけては比較的平坦であるが、地区中央

部から東端部の串田地区境界付近に向かって標高が低くなる。串田地区に至ると、標高は再び lm程
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度高まり、県道東部の水田部が地区境界に沿って南北に低く落ち込んだ地形となっている。

地区の土層堆積状況を概観すると、まず、全域に基盤層となるⅥ層の砂礫が堆積する。県道を中心

として、東西にそれぞれ 1箇所ずつ、V層のシルト層堆積範囲が南北方向の帯状に広がる。V・ Ⅵ層

からI層の耕上の間には、Ⅱ～Ⅳ層が堆積するが、Ⅵ層の出現深度が浅い場所が多々あり、そのよう

な場所では、中間層が存在せず耕土直下でV・ Ⅵ層が現れる。

なお、隣接する串田。土合地区をはじめとする近隣の調査結果から、V層のシルト層が安定して堆

積している点を、埋蔵文化財包蔵地の存在を推定する一つの指標としている。

県道の西側では、第15図中Aの範囲 (82・ 85。 86・ 88・ 90。 93。 95。 115～ 117・ 121～125Tを 結ん

だ範囲)に V層のシルト層が分布する。しかし、大部分のトレンチでは、V層の厚さが10cm程度で

不安定な堆積状況にあり、123Tで は耕土直下にⅥ層の礫層が現れる。また周辺では、Ⅵ層がこのV

層よりも浅い場所に現れる傾向がみられ、砂層 (Ⅳ層)の堆積を伴う範囲とも重複すること、その範

囲が帯状に蛇行した形となることから、旧河川跡等の窪地に埋土として堆積したと考えられる。

県道の東側では、地区の中央部から東部に位置する第15図中Bの範囲 (15・ 16・ 18・ 24～ 29。 34・

35。 126。 127・ 140・ 141・ 144・ 145。 148Tを 結んだ範囲)に V層のシルト層が分布する。

このうち、串田地区との境界付近では、シルト層が灰色で粘性の強い土質となり、低湿地の様相を

呈する。一方で、地区中央部の24～ 28・ 35。 141・ 144・ 145Tの範囲では、砂質でしまりのよい黄褐

色シルトが安定して堆積する。

遺構は、地区全域において確認できなかった。遺物は、78'138Tの Ⅱ層中から、それぞれ近代の

瓦片が1点ずつ出土しただけである。

地表面踏査では、V層のシルト層堆積範囲を中心に、僅かながら遺物の散布が認められる。35・

151T付近では古代の須恵器片を1点ずつ採取しているが、共に客上の存在が認められる場所での採取

であり、当地に帰属する遺物ではない。その他の採取遺物は、江戸時代以降の陶磁器が中心であり、

大部分が明治時代以降のものである。

遺物は、現広上集落に沿った形で南北に細長く点在しており、特定の時代や特定場所での集中傾向

は認められない。集落域を離れた、庄川付近では、遺物の散布は皆無であった。

第 3項 歴史的環境と調査のまとめ
広上地区は、明治22年 (1889)の町村分合によって誕生した旧浅井村に含まれる。旧浅井村は、広

上地区及び土合・小泉 。上条・下条・島・堀之内村から成り、このうち広上・小泉・上条・下条 。島

の 5か村は「浅井郷五ヶ村」と称され、中世以前から存在していた。

歴史上に「広上」の地名が現れるのは、鎌倉時代中期の文永 7年 (1270)である。F秦守高多烏浦

立始次第注進状』によると、「ひろかミ (広上)」 から、「越中国般野 (股若)」 。「あさい (浅井)」 と

ともに、若狭小浜の西津湊を経由して京都へ年貢米を送っていた。また、建武 3年 (1386)には、京

都勧修寺の寺領として「越中国浅井弘上庄」の名が見える (「光厳上皇院宣井目録案」)。

当時の弘上庄は、現在の庄川左岸に位置する高岡市西広上地区までを含む広大な範囲であった。承

応元年 (1652)の庄川洪水の際には、広上地区の西を流れる庄川が流入して地区を東西に分断する格

好となり、その結果、広上地区は庄川左岸の西広上村と右岸の東広上村とに分かれ、現在に至っている。

中世以前の広上集落の状況を直接的に示す史料は、現在のところ知られていない。現在の集落中央

に位置する広上神社の社伝によると、かつて広上には公道榊社と呼ばれる古社があった。

公道神社は、平安時代末期の創建とされ、戦国時代には増山城主神保氏の崇敬厚く社領60石の奉納
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第15図 分布調査の結果
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があったが、戦国時代に越後勢の兵火によって焼失したと伝えられる。その後、社地跡には旧社名の

小社が再興されたが、昭和 2年 (1927)に現在の広上神社に合祀された。

広上神社は、公道神社社家の持宮であった人幡宮を、天正18年 (1590)以降に広上村の鎮守とした

ものと伝えられ、大正 5年 (1916)に現在の名称に改称された。現在、広上神社に安置されている射

水市指定文化財「木造男神像」他12体の中には、平安時代末期から南北朝時代にかけての作品を複数

含むが、これらの神像は、もとは公道神社に祭られていたが、戦国時代に同社が焼失した際、難を逃

れて広上神社に移されたとされる。

広上神社・公道神社は、歴史的にも広上地区の変遷と深 く関わり、この三社を中心として広上集落

が形成されていたと考えられる。

公道神社の所在地については現在でも明らかではないが、石黒信由が文政10年 (1827)に作成した

庄川右岸の用水絵図 (財団法人高樹会蔵)に は、現在の広上神社北方に「古宮」と記された場所が見

える。この「古宮」の位置は、今回調査を実施した126Tの東側に相当し、旧地形の状況から見ると、

地形的に広上地区内で最も安定した場所となっている。また、付近には、「公道」の地名と共に、古

社が所在したという伝承が残されており、この場所が公道神社推定地の一つとして挙げられる。

公道411社の推定地及び広上神社は、県道高岡・小矢部線沿いに位置しているが、現集落もまた、こ

の県道に沿って南北に展開している。現在の県道高岡・小矢部線は、庄川右岸の大門から高岡市中田

地区を結ぶ江戸時代の「井波往来」を基本的に踏襲している。

井波往来は、前出の F秦守高多烏浦立始次第注進状』に、般野 (般若)。 ひろかミ (広上)。 あさい (浅

井)と 併記されていることから、庄川右岸に位置するこの三地区を南北に結ぶ街道として、遅くとも

鎌倉時代中期には、その原形となる街道が存在していたと考えられる。

江戸時代においても、現在の広上集落にあたる東広上村は、この井波往来沿いに位置している。地

形的に最も安定した場所であったが故に、この場所が街道筋として選定され、集落も街道沿いに展開

していったのであろう。逆に、街道から離れれば離れるほど、洪水等の影響を受けやすい不安定な地

形となることから、近世以前の広上集落についても、公道神社推定地から広上神社にかけての県道沿

いにその範囲を想定することができる。

以上、伝承 。古絵図・地形状況から、近世以前の広上集落範囲は、井波往来を踏襲した県道高岡・

小矢部線に沿った、現在の広上集落と重複して存在する可能性が高いといえる。

従って現在の広上集落は、井波往来沿いに形成された集落が、中・近世を通じて拡大発展したと評

価できる。集落が廃絶せず、現在まで限られた土地を継続的に改変・使用しているため、今回の調査

では、埋蔵文化財包蔵地として捉えうる遺構 。遺物が確認できなかったと考えられる。

参考文献

大門町 1981年 『大門町史』

大門町 1994年 『大門町歴史の道調査報告書』

大門町 2005年 『大門町史続巻』

射水地区広城圏事務組合 2000年 『いみずの神社・寺院』
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第 4章 その他の遺跡調査

平成22年度に射水市教育委員会が実施した埋蔵文化財の調査件数は、分布調査 1件 。試掘調査13

件 。本発掘調査 3件・工事立会12件であった。傾向としては、試掘調査件数が昨年度比較で 3割減少、

調査原因の駐車場造成がその 3割を占める結果となった。開発への対応では、 2件の試掘調査で遺跡

の広がりが確認されたが、工法によって遺跡の保護措置がとられ本発掘調査の必要はなくなった。

分布調査

Nd 所在地 原 因 調査期間 対象画穣 種別 現況 採集遺物 開発への氣応

l 広上地区 県営ほ場整備事業 H221029～ 1124 Ｚｍ 未踏査地 標高10～ 18mの水田 支障なし

計 1件 対象面積 726,000這

試掘調査

No 遺麟名 所在地 原因 調査期間 対象面積 種別 検出遺構 出土遺物 開発への対応

1
小林
211440

/1ヽ林241-1クト4筆 宅地造成 H2245 1194rゞ ２ｍ 集落 溝・土坑 弥生土器
工法によっては

本発掘調査必要

今井二島
211043

今井441番 資材置場造成 H2257 521rf 406∬ 散布地 溝 支障なし

3
田町

211078
三ケ958呑 1

個人専用

住宅建築
H22610 237∬ 27∬ 散布地 溝・土坑 支障なし

三ケ

2文 1075
三ケl176番 1タト2筆

知的障害者

拠点施設建設
H22618 1,0918r正 205rゞ 散布地 支障なし

人塚A
211447

八塚字川田367-ユ

外3筆
集合住宅建築 H22818 41218rば 188ゴ

散布地

集落
支障なし

三ケ

211075
三ケl180番 l 宅地造成 H22830・ 31 327802r置 1107コ正 故布地 古墳土師器 支障なし

7
敷

２５

屋

１３

新

２‐
青井谷808外 5筆 駐車場造成 H221014・ 15 6,601∬ 4446∬ 散布地 古代須恵器 支障なし

日宮城跡
211149

日宮字寺山88-1
外1筆

駐車場造成 H221116 284∬ 64ゴ
集落

城館
支障なし

黒1可南
211127

黒河字竹山3251-2
外2筆

福祉施設建設 H221124 2,00142ご 31ご 散布地 溝・土坑 支障なし

本江宮田

211410

大門本江614-7
外1筆

個人専用

住宅建築
H221125 24705rば 182Eド 散布地 溝 支障なし

Ｃ

４４

木

１０

朴

２‐
朴木67番 l 駐車場造成 H22121 2583rば 617r正 散布地 支障なし

Ｃ

４４

木

１０

朴

２‐
松木19呑4 駐車場造成 H22128 7831n 496r正 散布地 溝・土坑

古墳土師器

中世珠洲

工法によっては

本発掘調査必要

人塚A
211447

人塚字川田336-1
外2筆

個人専用

住宅建築
H23329 237∬ 119∬

散布地

集落
支障なし

計 10遺跡13件 対象面積  19,47047∬ 発掘面積 8872∬

本発掘調査

No 選跡名 所在地 原因 調査期間 発掘面積 種別 検出遺構 出圭遺物

1
高島A
211027

鏡官弥生2丁 目100
個人専用

住宅建築
H22527-69 ′ｍ

集落

散布地

弥生溝・弥生土抗・古

墳土坑・古墳井戸 。中

世溝・中世土坑

弥生土器 。中世珠洲 中世八尾

2
高島A
211027

鏡宮弥■2丁目65番
個人専用

住宅建築
H22628-722 ２ｍ

集落

散布地

弥生溝・弥生土坑・古

墳土坑・古墳井戸・中

世溝

古墳土師器・古代須恵器 。中世

珠洲・近世唐津 。近世煙管・木

製品

3
高島A
211027

鏡宮弥生2丁目81番地
個人専用

住宅建築
H22723′-818 92∬

集落

散布地

弥生溝・弥生土坑・古

墳土坑・古墳柵列・中

世溝

古墳土師器・中世珠洲 。中世青

磁・中世瀬戸美濃・中世八尾・

鉄津・土錘・木製品

計 1遺跡3件 発掘面積 305∬

第 4表 平成22年度 埋蔵文化財発掘調査一覧
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第 1節 平成22年度試掘調査概要
1.小林遺跡 (第 17図、図版11)

所 在 地
調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

調査担当者

検 出 遺 構

出 土 遺 物

調 査 概 要

2日 今井二島遺跡

所 在 地
調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

調査担当者

検 出 遺 構

出 土 遺 物

調 査 概 要

射水市小林241-1 外 4筆

平成22年 4月 5日

対象面積 :1,194ご 発掘面積 :46.2ピ

宅地造成

田中 明・金三津英則
弥生時代 :溝 1条・土坑 5基

弥生土器

対象地は標高約 5mに位置する。土

層は上から1層が造成盛土、 2層が旧

水田耕土、 3層が黒褐色 (2.5Y3/1)

の自然堆積土、4層が灰オリーブ色シル

ト (5Y5/2)の 地山である。検出した

遺構から弥生土器が出土。埋蔵文化財

遺存範囲内 (130∬ )に おいて、現地

表下 lm以上の掘削を伴う工事等を施

工する場合は、記録保存が必要である。

射水市今井441番

平成22年 5月 7日

対象面積 :521∬  発掘面積 :40.6だ

資材置場造成

田中 明・金三津英則
時期不明 :溝 1条

なし

対象地の現況は水田で、標高約 2m
に位置する。土層は 3層に細分され、

地山は灰黄色 (2.5Y7/2)シ ル トであ

る。この遺跡は、過去 3度の試掘調査

を実施しているが、全てに遺構・遺物

がなく、遺跡の広がりは確認されてい

ない。今回も埋蔵文化財の遺存が確認

できなかった結果を踏まえ、埋蔵文化

財包蔵地の範囲変更が必要と考える。
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3.田 町遺跡

所 在 地
調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

調査担当者

検 出 遺 構

出 土 遺 物

調 査 概 要

射水市三ケ958香 1

平成22年 6月 10日

対象面積 :237∬ 発掘面積 :27ご

個人専用住宅建築

田中 明・金三津英則
時期不明 :溝 2条・土坑 1基

なし

対象地は遺跡の北東端に位置し、南

方約10mに は市指定史跡「射水・砺波

郡奉行所跡」の石碑が残る場所である。

遺構からは出土遺物もなく、時期の特

定には至らなかったが、覆上の堆積状

況を見る限りでは近代以降のものと考

えられる。また、江戸時代の奉行所に

関連した建物遺構も想定したが、当該

期の遺構・遺物も確認できなかった。

射水市三ケ1176番1 タト2筆

平成22年 6月 18日

紺象面積■,091.8ど 発掘面積 :20.5だ

知的障害者拠点施設建設

田中 明・金三津英則
なし

なし

土層は上から1層が造成盛上、 2層

が旧耕作土、 3層が黒色 (2.5Y2/1)
シル トの自然堆積上、 4層が黄灰色シ

ル ト (2.5Y6/1)の 地山で、現況の造

成盛土下約 2mで検出した。対象地は

三ケ遺跡の中央部に位置するが、隣接

地の試掘調査においても、遺跡の広が

りが確認されていないため、埋蔵文化

財包蔵地の範囲変更が必要と考える。

4.三 ケ遺跡

所 在 地
調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

調査担当者

検 出 遺 構

出 土 遺 物

調 査 概 要

玉

2T匡コ   に
==ヨ
OT
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射水市人塚字川田367-1 タト3筆

平成22年 8月 18日

対象面積 :412.18ご 発掘面積 118.8だ

集合住宅建築

田中 明
なし

なし

対象地の現況は荒蕪地である。土層

は上から 1層が山砂造成盛土、 2層が

旧耕作土、 3層が黒色 (5Y2/1)シ ル

トの腐植土、 4層が灰白色 (5Y7/1)
シルトの地山である。植物遺体を多量

に包含する堆積が、地山直上で確認で

きるため、沼沢地であったと考えられ

る。居住に適さない場所であり、遺跡

の広がりは確認できなかった。

6ロ ニケ遺跡 (第 17図、図版12)

5.人塚 A遺跡

所 在 地
調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

調査担当者

検 出 遺 構

出 土 遺 物

調 査 概 要

所 在 地
調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

調査担当者

検 出 遺 構

出 土 遺 物

調 査 概 要

射水市三ケ■80番 1

平成22年 8月 30日

対象面積 :3,278.02だ  発掘面積■10,7∬
分譲宅地造成

田中 明・金三津英則
なし

古墳土師器

土層は上から 1層が造成盛土、 2層

が旧耕作土、 3層が黒褐色 (2.5Y3/1)
シルトの自然堆積土、 4層が黄灰色シ
ルト(2.5Y6/1)の 地山で、現況の造成盛

上下約 2mで検出した。遺構はなく、
出土遺物も窪地への流れ込み堆積と考

えられるため、遺跡の広がりは確認さ

れなかった。隣接地の試掘結果も踏ま

えた包蔵地の範囲変更が必要である。
ｍ
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7.新屋敷遺跡 (第 17図、図版13)

所 在 地
調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

調査担当者

検 出 遺 構

出 土 遺 物

調 査 概 要

射水市青井谷808 夕15筆

平成22年 10月 14日 ・15日

対象面積 :6,601∬ 発掘面積 :444.6∬

駐車場造成

田中 明・金三津英則
なし

古代須恵器

対象地西側には下条川が隣接するた

め、旧流路と考えられる谷状地形が全

トレンチで検出された。元々の下条川

が現在より東側を流路としていたため

に生じた地形変化と考えられる。平安

時代の須恵器が出上したが、遺構に伴

わない散発的なものであった。遺物を

包含する土層・遺構が確認されなかっ

た為、遺跡の広が りは見られなかった。

8.日 宮城跡

所 在 地  射水市日宮字寺山88-1 外 1筆
調 査 期 間  平成22年 11月 16日

調 査 面 積  対象面積 :284ご 発掘面積 :6.4だ

調 査 原 因  駐車場造成
調査担当者  田中 明
検 出 遺 構  なし
出 土 遺 物  なし

調 査 概 要   日宮城は、15世紀中頃から畠山氏の

守護代として射水 。婦負二郡を支配し

ていた神保氏の支城であった。射水平

野と接する射水丘陵先端部に位置し、

標高は最高点で29,6mを 測る。対象地

は造成前の地形図から、城郭の南東側

を沿う谷間の最南端部にあたり、沼状

の軟弱地盤であったと考えられる。そ

の為、調査で地山は確認されていない。

７Ｔ
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9.黒河南遺跡

所 在 地
調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

調査担当者

検 出 遺 構

出 土 遺 物

調 査 概 要

10,本江宮田遺跡

所 在 地
調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

調査担当者

検 出 遺 構

出 土 遺 物

調 査 概 要

射水市黒河字竹山3251-2 外 2筆

平成22年 11月 24日

対象面積 :2,001.42∬  発掘面積 :31�

福祉施設建設

尾野寺克実 。金三津英則

時期不明 :溝 1条・土坑 1基

なし

対象地は南から北へ傾斜する丘陵の

縁辺部に位置する。土層は 5層 に細分

され、地山は浅黄色シル ト (5Y7/3)

である。最も低い 2T西端と最も高い

lT南端の間で約70cmの地山標高差が

あり、南 。東から続く傾斜地形の谷部

に位置する状況を示している。遺物を

包含する土層・遺構が遺存せず、埋蔵

文化財の広がりは見られなかった。

射水市大門本江614-7 外 1筆

平成22年 11月 25日

対象面積 :247.05だ 発掘面積 :18.2ど

個人専用住宅建築

金三津英則

時期不明 :溝 1条

なし

土層は 5層 に細分され、上下 2面の

旧地表面が遺存する。上層地山は、厚

さが最大15cm程度と薄く安定した堆積

状況ではない。下層地山は、 トレンチ
中央部に谷が入 り込む起伏のある地形

となっている。遺跡の中心地は、平安

時代頃の整備といわれる古道「熊野往

来」の推定ルー トが通っている現大門

本江集落の中央部付近が想定される。
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射水市朴木67香 1

平成22年 12月 1日

対象面積 :2,583だ 発掘面積 :61.7だ
駐車場造成

田中 明・金三津英則
なし

なし

対象地の現況は水田で、標高約2.1

mに位置する。土層は4層 に細分され、

地山はにぶい責色粘質シルト (2.5Y

6/3)である。平成12年度に北側隣接

地の試掘調査で、弥生時代後期の溝 1

条を東西方向に確認していたが、今回

の対象地には当該期の遺構は確認でき

ず、遺跡の広がりは見られなかった。

12日 朴木 C遺跡 (第 17図、図版14)

11.朴木 C遺跡

所 在 地
調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

調査担当者

検 出 遺 構

出 土 遺 物

調 査 概 要

所 在 地
調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

調査担当者

検 出 遺 構

出 土 遺 物

調 査 概 要

射水市松木19番 4

平成22年 12月 8日

対象面積 :783だ 発掘面積 :49.6ご

駐車場造成

田中 明・金三津英則
古墳時代 :溝 2条 中世 :土坑 1基
近代以降 :溝 2条

古墳土師器・中世珠洲

対象地の現況は畑地で、標高約2.9

mに位置する。土層は上から1層が水

田耕上、 2層がにぶい責色 (2.5Y6/4)

シルトの地山である。両 トレンチ北側

で検出した溝・土坑から、古墳時代の

上師器や中世の珠洲が出土している。

このため、対象地北側の範囲内で、遺

構に影響が及ぶ工事等を実施する場合

は、記録保存 (305ポ)が必要である。
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13.八塚 A遺跡

所 在 地
調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

調査担当者

検 出 遺 構

出 土 遺 物

調 査 概 要

射水市人塚字川田336-1 夕12筆

平成23年 3月 29日

対象面積 :237だ 発掘面積 :11.9だ

個人専用住宅建築

田中 明 。金三津英則
なし

なし

対象地の現況は畑地である。土層は

上から 1層が造成盛土、 2層が旧耕作

土、 3層が黒褐色 (2.5Y3/1)粘 質シ
ル トの床土、 4層が灰黄色 (2.5Y6/2)

シル トの地山である。植物遺体を包含

する堆積が、地山直上で確認できるた

め、沼沢地付近であったと考えられる。

居住に適さない場所であり、遺跡の広

がりは確認できなかった。
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第 17図 遺物実測図 [試掘調査 ]
小林遺跡 (1～3) 三ケ遺跡 (4)

0             1:4           20cm

(1/4)

新屋敷遺跡 (5) 朴木C遺跡 (6・ 7)

園版 Noi 違構 種類 器種 口径lcml 器高ゃml 底径lcml 備 考 残存量

第17図

Ｔ

Ｔ

Ｔ

弥生土器

弥生土器

弥生土器

甕
甕
訪

小林遺跡 外面煤付着
小林遺跡
小林遺跡

破片

口1/8

日1/10

lT 土師器 甕 三ケ遺跡 古墳時代前期 E]1/8

5 4T 須恵器 蓋 新屋敷遺跡 E11/5

2T
2T

洲
洲

珠

珠
片口鉢

甕
朴木C遺跡 卸目7条
朴木C遺跡 内面タール付着

片

片

破
破

第 5表 出土遺物観察表 (試掘調査 )
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高島A遺跡 〔7地区〕 図版 1
1.遺構金景
(北西から)

2. ■JttSK03

(南から)

3.溝SD07D一 Di
(南から)

4.溝SD091-if
(東 から)

5. 土坑SK12
(北東から)
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図版2 高島A遺跡 〔7地区〕
■ ム 、 , ギ          ~ ‐
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2.溝SD09(東 から)
遺物出土状況

3. 土坑SK10(南から)
遺物出土状況

〔
第6図
:]1客 |〕

4. 土坑SK17(耳ヒ東から)

遺物出土状況

45.溝 SD18(南 から)
遺物出土状況

〔第 5図 2〕



高島A遺跡 〔フ地区〕 図版3

土器

土坑SK17



図版4 高島A遺跡 〔8地区〕
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Sl.遺構全景
i (東 から)

2. 土坑SK12(東から)
遺物出土状況

3. 井戸SE20(南から)
遺物出土状況



高島A遺跡 〔8地区〕 図版 5
出土遺物

土器



図版6 高島A遺跡 〔9地区〕

三二i革静

1.遺構全景
(東から)

2.溝SD18G一 Gf
(南 から)

3.溝SD20」一J「
(南 から)

4. 溝SD22(西 から)
遺物出土状況

5. 土坑SK28 (東 から)

柱痕状況
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高島A遺跡 〔9地区〕 図版7
出土遺物

土器
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図版 8 広上地区分布調査

2.広上地区遠景
(西から)

3.広土地区違景
(1とから)



広土地区分布調査 図版 9
35ト レンチ土層断面

(ゴヒから)

96ト レンチ土層断面

(】ヒから)

3.142ト レンチ土層断面
(南 から)



図版10 広上地区分布調査
1.重機掘削状況
(西から)

2.ボーリング状況

3.出土遺物
土器・陶磁器■  7
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小林遺跡 〔試掘調査〕 図版11
1.1ト レンチ掘削状況
(1とから)

2.遺構検出状況
(北から)

3.出土遺物
土器
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図版12 三ケ遺跡 〔試掘調査〕
「TFT■
十■|:―

1.対象地全景
(西から)

il1 2.4ト レンチ土層断面

(南 から)

3.出土遺物
土器



新屋敷遺跡 〔試掘調査〕 図版13
1. 1ト レンチ掘削状況

(東から)

2.4ト レンチ土層断面
(南から)

3.出土遺物
土器



図版14 ホト木C遺跡 〔試掘調査〕
1ト レンチ溝SD01
(西から)

2ト レンチ土坑SK01

(西から)

3.出土遺物
土器
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*コ ード欄の ( )内の数字は合併前の富山県埋蔵文化財包蔵地地図の遺跡番号を示す。
*試掘調査の抄録は第 4表を参照する。

ィうヽ り が な いみずしないいせきはっくつちょうさほうこくよん
圭 名 射水市内遺跡発掘調査報告Ⅳ

副  書  名 高島A遺跡本発掘調査・広上地区分布調査他
編 著 者 名 田中 明  金三津 英則
編 集 機 関 射水市教育委員会

所  在  地 〒933-0292 富山県射水市加茂中部893番地 TEL0766-59-8093
発 行 年 月 日 西暦2012年 2月 29日

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コー ド
】ヒ4車 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

たかしまえいヤヽせき

高 島 A遺 跡
富山県射水市

鏡 宮 弥 生

16211

(16203)

７
ｒ

ｏ
ｏ

36°

45′

14″

Ｏ
υ

Ｏ

ｌ

平成22年度

20100527-
20100609

1111ゞ

個人専用

住宅建築

平成22年度

20100628-
20100722

102■正

平成22年度

20100723-
20100818

92至正

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

高島A遺跡
集落

散布地

弥生 (中期・後期)

古墳時代 (前期 )

鎌倉・室町時代

溝・土坑・井戸

柵列

縄文土器・弥生土器

古墳土師器・珠洲

中世土師器

要   約 弥生時代中期後半から続いてきた集落の終焉期が古墳時代前期に至ることが判明した。
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